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概要 

本研究では，製品発表プレスリリースと関連のあ

る特許を自動的に判定する手法を提案する．特許明

細書から BERT[2]を用いて「発明を使用することに

よりもたらされる効果が記述してある表現」（以下，

重要文）を抽出し，その後，特定の文末表現を用い

ることで重要文から「製品の特徴を示すキーワード」

（以下，重要語）を抽出する．これにより製品特徴

の表現とは無関係な文と語の除去を図り，プレスリ

リースの製品と関連のある特許の検索精度向上を目

指す． 

１．はじめに 

特許は企業の原動力となる新技術やビジネスの大

事な指標の一つであり，他社における先行特許を調

査することは極めて重要である．またそのような調

査では，単に開発製品と関連のある技術分野の特許

を調査対象とするだけでなく，競合している他社の

特許と製品の双方に着目し，より細部での関連性を

対象として特許を特定することが必要とされてい

る．しかしながら，文書から製品の機能に関する特

徴的な技術を十全に把握し，かつ膨大にある特許明

細書から当該製品と関係のある特許を見つけ出すこ

とは容易ではない． 

そこで本研究では，特許明細書と製品発表プレス

リリースの双方から，重要文と重要語を抽出するこ

とで，対象としたプレスリリース記事と関連のある

特許明細書を自動的に判定することを目的とする．

例えば，「カメラ」の製品発表プレスリリースを入

力とした場合，「レンズ」や「画像素子」に関する

特許が，関連性があると自動的に判定され，関連特

許検索に応用可能な技術である． 

本研究により，発表された製品に導入された技術

に関する特許を素早く検索することが可能となり，

競合している他社製品の特許を簡単に把握すること

ができるようになる． 

関連研究に，関連特許検索を二値分類問題として

扱った文献[1]があるが，こちらは BERT[2]が用い

られているものの，対象にはノイズとなる語も含ま

れており，正例負例が不均一となる特許検索を主と

した言語モデルには適していない．また，特許文献

における発明の作用・効果を抽出する手法[3]があ

り，こちらは対象とは無関係とされる文や句の除去

が人手で行われ，最終的に残った文章について

SVM を使用することで重要文抽出を試みていた．

同様に特許の機能表現に着目した類似特許検索法が

提案された文献[4]では，相互情報量を使用するこ

とで文章を短文に分割し，語の従属関係に基づいた

類似度計算が行われている．先の両文献については

いずれも BERT を使用した重要文の自動抽出が試

みられていない点で本研究とは異なっている． 

その他，関連研究として文献[5]があるが，当該文

献では関連度計算に用いられる特許文の対象が人手

によって絞り込まれており，特許のもたらす効果と

は無関係な記述が多く存在していた．また，関連度

計算においては文書の分散表現が用いられておら

ず，語の意味関係が考慮できていない．それに対し

て本研究では，特許明細書と製品発表プレスリリー

スの双方から BERT を使用して重要文を抽出する

ことでノイズとなる文章を除去し，Word2Vec を使

用した文書の分散表現を用いることで語の意味関係

を考慮した関連特許検索手法を提案する． 

２．提案手法 

 本提案手法は以下の 3 つの Step で構成される． 

Step1: BERT を用いて，特許明細書及びプレスリリ

ース記事からそれぞれ重要文を抽出 

Step2: Step1 で抽出された重要文から重要語をそれ

ぞれ抽出 

Step3: Step2 で抽出された重要語を用いて，プレス

リリース記事の関連特許を検索 
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本研究では 2017 年度に受理された特許データ

446,644 件，及び日経プレスリリース記事の「情

報・通信」と「素材・エネルギー」に関する 16,180

記事を使用する． 

2.1. BERT を用いた重要文抽出 

BERT を用いることで，例えば「本発明によれ

ば、ステイプル処理やパンチ処理等の後処理を伴う

印刷において印刷において試し印刷をした場合にお

ける記録紙の無駄を削減することができる」などの

文を抽出し，「無駄を削減する」といったような

『発明を使用することによりもたらされる効果』の

記述を重要文として抽出する．また，重要文を抽出

することで製品特徴とは無関係なノイズとなる文の

除去が可能となる． 

2.1.1. BERTの学習データ 

BERT の学習データは全 8 種ある特許 IPC につい

て 1 種 1,500 件として無作為に選んだ計 12,000 件の

特許データから，それぞれ正例・負例 10,000 文を

無作為に抽出し，計 20,000 文を使用する． 

正例に関しては「発明を使用することによりもた

らされる効果が記述してある表現」が特許における

「発明の効果」（advantageous effects）に記載され

ている文と同義であるという仮定に基づき無作為に

抽出を行った．また，負例に関しては「重要文とは

無関係な文」が特許における「実施例」

（embodiments example）に記載されている文と同

義であるという仮定に基づき無作為に抽出を行っ

た． 

2.1.2. BERTを用いた特許の重要文抽出 

特許明細書の重要文抽出において使用する BERT

モデルは 2.1.1.で作成したデータを学習データとし

たモデルとし，テストデータを企業ごとの特許明細

書とする．表 1 にテストデータとして用意した企業

とその特許データ数の一部を示す． 

 

表 1 各企業と特許データ数（テストデータ） 

企業名 特許データ数 

富士ゼロックス株式会社 1,727 件 

富士電機株式会社 1,316 件 

日本電信電話株式会社 1,912 件 

ソニー株式会社 2,026 件 

株式会社村田製作所 1,768 件 

大日本印刷株式会社 2,021 件 

2.1.3. BERT を用いたプレスリリース記事

の重要文抽出 

 プレスリリース記事には「素材」や「厚み」とい

った商品の仕様が箇条書きとなっている文章や，製

品とは無関係な「開発企業の説明」などのノイズと

なる文章が含まれている．そのため，特許と同様に

BERT を用いることで重要文を抽出し，ノイズ文の

除去を行なう．プレスリリース記事の重要文抽出に

おいて使用する BERT モデルは 2.1.2.で使用したモ

デルと同一とし，テストデータを表 1 で示された企

業に関するプレスリリース各 1 記事とする．  

2.2. 文末表現に着目した重要語抽出 

次に，BERT によって抽出された重要文から重要

語を取得する．例えば，「お客様の投資負担軽減及

び売電事業に貢献します。」という文から「貢献し

ます。」という文末表現に係っている文節に含まれ

る『売電事業』や『投資負担軽減』を取得すること

で重要語を抽出し，さらに『お客様』といった製品

の特徴とは無関係な語の除去を行なう．こうして，

重要文からさらに重要語を抽出することで精度の向

上を図る． 

文末表現の取得について，特許明細書からは

BERT の学習データである 12,000 件の「発明の効

果」に関する文章 58,959 文を使用し，プレスリリ

ース記事からは「情報・通信」と「素材・エネルギ

ー」に関する 16,180 記事について BERT を用いて

抽出された 99,201 文を使用した．また，プレスリ

リース記事の文抽出に用いた BERT モデルは 2.1.2.

で使用したモデルと同一とした．重要語の取得は以

下の 3 つの Step で構成される． 

 

Step1: 人手で選定された文末表現から，文末表現

に係っている文節に含まれる語を抽出 

Step2: Step1 で抽出された語が含まれる文節が係っ

ている文末表現を再取得 

Step3: Step2 で取得された文末表現を用いて，特許

明細書，および，プレスリリース記事から重

要語を抽出 

 

以下，Step1 の具体例を図 1，Step2 の具体例を図 2

に示す．図の赤字は重要語，青字は文末表現をそれ

ぞれ表す． 
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このような酸素拡散層は酸素コレクターに捕捉さ

れた酸素を広い範囲に拡散し、タイヤ外部への酸

素の排出を促進する。 

※文末表現「促進する。」を選定した場合， 

「酸素拡散層」「拡散」「排出」が抽出される． 

図 1 選定した文末表現からの語の抽出例

（Step1） 

 

酸素コレクターがカーカス層の巻き上げ部に対応

する部位に埋設される場合、酸素コレクターより

もタイヤ外表面側で酸素輸送コードと近接する位

置に織布又はメッシュを含む酸素拡散層を設ける

ことが好ましい。 

※Step1 で抽出された「酸素拡散層」から， 

新たに文末表現「好ましい。」を取得する． 

図 2 Step1 で抽出された語から文末表現を再取

得（Step2） 

2.3. プレスリリース記事の関連特許検索 

 2.2.で抽出された重要語に Word2Vec を使用する

ことで各文書（特許明細書，および，プレスリリー

ス記事）を固定長のベクトル（分散表現）として表

現する．これにより文書間で同一名詞が出現してい

ない場合でも類似度計算を行い，関連文書を検索す

ることができる．文書の分散表現は，各重要語の分

散表現を用いて式(1)で求める． 

𝑫𝒐𝒄𝑽𝒆𝒄 =
𝟏

𝒏
∑ 𝑾𝒐𝒓𝒅𝑽𝒆𝒄𝒊
𝒏
𝒊=𝟏     (1) 

𝑊𝑜𝑟𝑑𝑉𝑒𝑐𝑖: 文書に含まれる重要語 i の分散表現 

𝑛: 文書内に含まれる重要語の数 

 

プレスリリース記事 D と特許明細書 T 間の類似度

計算にはベクトル空間モデルに基づいて，コサイン

類似度を使用する． 

３．評価 

 重要文抽出に使用する BERT については，バッ

チサイズを 128，エポック数を 5 として実験を行な

った．また，文末表現・重要語抽出において形態素

解析器は MeCab を使用した．ここで文末表現につ

いては閾値を DF 値 5 以上，IDF 値 2 以上のものを

抽出し，重要語についての DF 値，IDF 値の閾値は

文末表現同様，かつ「英数字」「記号」が含まれて

いる語を除いた 2 文字以上の複合名詞として抽出を

行なった．また，文書の分散表現を求めるうえで使

用する Word2Vec は約 2GB の Wikipedia データを用

いて作成されたモデルとした．なお，作成した

Word2Vec のモデルは，複合名詞を 1 つの語として

扱ったモデルであり，複合語の分散表現を得ること

ができるものである． 

上記によって，文末表現については最終的に特許

から計 4,182 個，プレスリリース記事から計 1,816

個が取得された． 

評価における比較手法として，特許明細書・プレ

スリリース記事 8 記事（P1～P8）に対して重要文

抽出を行わずに類似特許を求めた場合と，重要文抽

出を行った場合，提案手法である重要文抽出と文末

表現を使用した検索結果それぞれ上位 10 件及び上

位 20 件における精度を表 2 に示す． 

 

表 2 各プレスリリース記事の類似特許検索精度 

プレスリリ

ース記事 

重要文抽出

なし 

重要文抽出

あり 

重要文抽出

＋文末表現 

P1 20% / 25% 30% / 35% 50% / 50% 

P2 10% / 15% 40% / 25% 80% / 40% 

P3 60% / 50% 60% / 50% 60% / 60% 

P4 70% / 50% 60% / 40% 80% / 55% 

P5 20% / 30% 30% / 40% 30% / 45% 

P6 10% / 10% 70% / 60% 90% / 85% 

P7 40% / 20% 40% / 20% 40% / 20% 

P8 70% / 60% 70% / 65% 90% / 70% 

（上位 10 件の精度 / 上位 20 件の精度） 

 

P1: 富士ゼロックス、欧州医療機器規則に対応する

取扱説明書の多言語翻訳サービスを提供開始 

P2: 富士ゼロックス、複合機アプリケーション「ク

ラウド連携アプリケーション for DX Suite」を

提供開始 

P3: 富士電機、太陽光発電設備のコスト削減を実現

する蓄電池併設型マルチ PCS を発売 

P4: 富士電機、第 7 世代「X シリーズ」IGBT モジ

ュールの系列を拡大－1,700V 耐圧製品のサンプ

ル出荷を開始 

P5: NTT、秘密計算システム「算師」の試用提供を

開始－大切なデータを安心・安全に利活用 

P6: ソニー、大口径超広角ズームレンズ G マスタ

ー「FE12-24mmF2.8GM」を発売 
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P7: 村田製作所、サイバートラスト社のセキュア

IoT プラットフォーム対応の MCU 内蔵 Wi-Fi モ

ジュールを商品化 

P8: 大日本印刷、評価分析機能付きデジタルテスト

システムを開発 

 

また，例として，P6 における類似特許の検索結

果上位 20 件を図 3 に示す．ここで，図の赤字は，

評価の結果，プレスリリース P6 の関連特許として

適していると判定したものである． 

 

 
図 3  P6 における類似特許の検索結果 

 

４．考察 

全体のプレスリリース記事に関して，提案手法で

ある「BERT における重要文抽出」と「文末表現を

用いた重要語抽出」を行なうことで精度は最大

90％，精度向上率については重要文抽出を行なって

いないものと比較して最大 80％の向上を示した．  

また，プレスリリース記事 P2・P7 については，

上位 20 件の精度が上位 10 件の精度の半分となって

いるが，これは類似特許が上位 10 件のうちに偏っ

ているためである．前提として，本研究では 2017

年度に受理された特許を企業ごとに対象としている

ため，1 つのプレスリリース記事に類似する特許が

一定数以上あるとは限らない．そのため，精度は低

くとも類似特許検索としては十分な性能であると考

えられる． 

 また，P5 については他の記事と比較して提案手

法における精度の向上があまり測れていない．ここ

で，図 4 にて P5，図 5 にて P6 で抽出された重要語

を記す． 

 

 

利活用,日本電信電話,日本電信電話株式会社,昨今,

イノベーション,変化,トランスフォーメーション,デ

ジタル,要因,解消,運用,利点,開示,データ運用,改良 

図 4 P5 で抽出された重要語 

 

軽量,小型軽量,マスター,小型,ならでは,描写,撮影,堅

牢性,堅牢,迫力,画角,被写体,最先端技術,光学,最先

端,設計,光学設計,調整,像面,レンズ,徹底的,湾曲,コ

ーティング,フレア,ナノ,大幅,ズーム,距離,ズーム全

域,近接,搭載,能力,全域,リニア,モーター,リニアモー

ター,性能,インナーフォーカス,インナー,フォーカ

ス,変動,好み,合わせ,マニュアル,リング,フォーカス

リング,ピント,配慮 

図 5  P6 で抽出された重要語 

 

プレスリリース記事 2 記事で抽出されたそれぞれ

の重要語を比較すると，抽出された重要語の多い

P6 のほうが，重要語があまり抽出されていない P5

よりも表 2 において精度が劣っていることが分か

る．P5 で抽出された重要語が少ない原因として，

2.2.にて獲得された文末表現が P5 の記事文中に十

分に含まれていないことが挙げられる．そのため，

重要語を抽出できる文末表現の取得数を増やす手法

が必要であると考える． 

５．むすび 

本研究では，製品発表プレスリリースと関連のあ

る特許を自動的に判定する手法を提案した．評価の

結果，特許明細書・プレスリリース記事の双方につ

いて「BERT を用いた重要文抽出」並びに「文末表

現を用いた重要語抽出」を行なうことで，類似特許

検索の精度向上が見込めることを示した． 

しかしながら，一部のプレスリリース記事におい

て重要語の抽出が十分でなかったことから，満足さ

れる精度を示さない記事も見受けられることが分か

った．今後は適切な文末表現の取得数を増やすこと

で，類似特許検索において有用に活用できるような

手法を検討していくことが求められる． 
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